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東京農業大学第一高等学校中等部



─ 1 ─

1   次の各問いに答えなさい。

（ 1）　5＋ 5÷［ 5＋｛ 5÷（ 5＋ 5÷□）｝］＝ 5
10
11
　のとき、□にあてはまる数を求めなさい。

（ 2）　（ 63  14  − 58  16  ）÷ 616  −（ 6  12  − 254  ）　を計算しなさい。
（ 3）　あるお店では、3種類の果物 A ，B ，C を売っています。A と B を 2 つずつ買った値

段は、C を 1 つ買った値段よりも 30 円高いです。天
てん

候
こう

不
ふじゅん

順の影
えいきょう

響で、来週から果物の値
段が 1つにつき 30 円上がり、A と B と C の 1 つの値段の比が 4： 3：12 となります。
このとき、元の C の値段はいくらですか。

（ 4）　123456 秒は何日何時間何分何秒になるかを考えます。
　　　 1秒が 60 だけ集まると 1分だから、123456 を 60 で割ると商が 2057 ，余りが 36 より
123456 秒は 2057 分 36 秒となります。

　　　また、1分が 60 だけ集まると 1時間だから、2057 を 60 で割ると商が 34 ，余りが 17 よ
り 2057 分は 34 時間 17 分となります。

　　　さらに、1時間が 24 だけ集まると 1日だから、34 を 24 で割ると商が 1，余りが 10 よ
り 34 時間は 1日 10 時間となります。

　　　したがって、123456 秒は 1日 10 時間 17 分 36 秒になることがわかります。
　　上のことから、12345678 秒は何日何時間何分何秒ですか。
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2   次の各問いに答えなさい。

（ 1）　図 1は半径 2 cm の円柱を斜めに切ったものです。これを 4個つなげ、図 2のような 
正方形の形をした立体をつくります。この立体の体積は何 cm3 ですか。ただし、円周率
は 3.14 とします。

（ 2）　下の図は、1辺 10 cm の正方形に 2本の直線をひいた図です。色のついている部分の
面積は何cm2 ですか。

（ 3）　K 君は毎週火曜日と金曜日にテニスの練習をします。ある月の練習日は 9日間あり、
日にちの数字をすべて足すと 155 になります。この月の最初の日曜日は何日ですか。

図 2図 1

2cm

29cm

29cm

3cm

3cm

10cm

10cm
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3　  　A ，B ，C ，D の 4 人に重さの異なる粘
ねん

土
ど

を渡し、それぞれ異なる動物を 1体ずつ作っ
てもらいます。粘土の重さは 100 g ，200 g ，300 g ，400 g で、動物はキリン、ゾウ、ク
マ、ライオンです。

　　  　下のヒントをもとに、誰がどの動物を作り、重さがいくらだったかを解
かい

答
とう

欄
らん

にかきなさ
い。

ヒント
①　C の作った動物、クマ、ライオンの 3つの重さの合計は 600 g 。
②　A の作った動物、ゾウ、クマの 3つの重さの合計は 700 g 。
③　B の作った動物、C の作った動物、ライオンの重さの合計は 800 g 。

A B C D

動物 動物 動物 動物

重さ  g 重さ  g 重さ  g 重さ  g
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4　  　（ 1），（ 2）の図のような形の容器にそれぞれ一定の割合で水を入れるとき、水面の高さ
と時間の関係を表すグラフとして、次の（ア）～（ク）の中からもっとも適するものをそれぞ
れ 1つ選び、記号で答えなさい。

（１） （２）

（ア）
高さ

時間

（イ） （ウ）

（エ） （オ） （カ）

（キ） （ク）
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5　  　ある空港には、利
り

便
べん

性
せい

を高めるために動く歩道があります。太郎君は動く歩道の入口か
ら出口まで一定の歩

ほ

幅
はば

と速さで歩きます。動く歩道が動いているときは 60 歩で着き、止
まっているときは 84 歩で着きます。このとき、次の各問いに答えなさい。

（ 1）　太郎君の歩く速さと動く歩道の進む速さの比を、この順で求めなさい。

（ 2）　次郎君の歩幅は、太郎君の歩幅より 12 cm 長いです。動く歩道が動いているとき、 
次郎君は動く歩道の入口から出口まで 48 歩で着きます。動く歩道の入口から出口までの
距
きょ

離
り

は何 m ですか。
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6　  　はじめ君とみどりさんは、次の問題を解くことにしました。

はじめ君　　「 U の箱は左から数を入れると半分になるんだ。」
みどりさん　「  私、わかっちゃった。T の箱は左から数を入れると、その数の約数の個数にな

るんだね。」
はじめ君　　「 A の箱はどうなんだろう。」
みどりさん　「そうね。A の箱は左から数を入れると 　　①　　 になるね。」
はじめ君　　「なるほど。ということは、
　　　　　　 　 2  ⇒ T ⇒  2  ⇒ U ⇒  1  ⇒ A ⇒  2
　　　　　　 だから、ア と エ が等しくなる数は 2だ。」
みどりさん　「私も考えたの。
　　　　　　 　（　） ⇒ T ⇒ （　） ⇒ U ⇒ （　） ⇒ A ⇒ （　）
　　　　　　 だから ア と エ が等しくなる数は （　） でもいいよね。」
はじめ君　　「僕は思いつかなかったよ。みどりさんすごいね。」

このとき、次の各問いに答えなさい。

（ 1）　① に入る文章をかきなさい。

（ 2）　みどりさんの発言を完成させなさい。

　左から 1つの数を入れると、ある約束にしたがって、右から 1つの数を出す箱 T ，U ，
A があります。

　例えば、
　　　 1  ⇒ T ⇒  1 　　　　 2  ⇒ U ⇒  1 　　　　 1  ⇒ A ⇒  2
　　　 6  ⇒ T ⇒  4 　　　　 4  ⇒ U ⇒  2 　　　　 2  ⇒ A ⇒  7
　　　11 ⇒ T ⇒  2 　　　　 8  ⇒ U ⇒  4 　　　　 4  ⇒ A ⇒ 17
　　　36 ⇒ T ⇒  9 　　　　10 ⇒ U ⇒  5 　　　　 8  ⇒ A ⇒ 37
です。

　次のように T ，U ，A の箱に数を連続していれます。
　　　（ア） ⇒ T ⇒ （イ） ⇒ U ⇒ （ウ） ⇒ A ⇒ （エ）
　このとき、ア と エ が等しくなる数を求めなさい。

問題



平成31年度　入学試験（ 2月 2日実施）算数　解答用紙
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受験番号 氏　　　名
得　点

1 （1） （2） （3）

円
（4）

日 時間 分 秒

（1） （2） （3）

cm3 cm2 日

2

3 A B C D

動物 動物 動物 動物

重さ� g 重さ� g 重さ� g 重さ� g

4 （1） （2）

（1）

（2）

　私も考えたの。

（　　　　　） ⇒ T ⇒�（　　　　　）�⇒ U ⇒�（　　　　　）�⇒ A ⇒�（　　　　　）

　だから�ア�と�エ�が等しくなる数は（　　　　　）でもいいよね。�

6

5 （1） （2）

：
m
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1 　問 1 〜問 4 に答えなさい。

問 1 　棒
ぼう

を使って、小さい力で重いものを動かすしくみを「てこ」といいます。てこには、力点
から支点までの距

きょ

離
り

を あ  するほど、重いものを小さい力で持ち上げることができる
しくみがあります。重さが無視できる棒や糸をつかって図 1 〜 ３ のように重りをつるした
ところ、図のように重りがつり合いました。これらについて以下の各問いに答えなさい。

（ 1） 文章中の あ  に適する語句を、次のア、イより選び、記号で答えなさい。
ア．短く　　　イ．長く

（ ２） 図 1 ～図 ３の い  ～ え  に適する数値を答えなさい。

図 1

34cm 51cm

40cm

25gい  g

20g60g

45cm う  cm 10cm

30g
図 ２

28cm 11cm

20cm

12cm 20cm

30g

36g

え  g

図 ３



問 2 　農太郎くんは夏休みの自由研究でレモン電池を作ることにしました。実験前に電池に
ついて調べてみると、次の ３ つのことがわかりました。

・電池は電気を通す液体と 2 種類の金属があればできる。
・さびにくい（酸素と反応しにくい）金属、いわゆる貴金属は＋

プラス

極になりやすい。
・ 2 種類の金属の酸素との反応のしやすさの差が大きいほど電圧は大きくなる。

　　農太郎くんがおこなった実験ⅠおよびⅡの文章を読んで、以下の各問いに答えなさい。

実験Ⅰ 　図 1 のように、輪切りにしたレモンに銅板と
マグネシウム板をさして導線でつなぎ、電子オ
ルゴールに接続したところ音がしっかりと鳴り
ました。また、電流が流れる向きを調べたとこ
ろ、電流は銅板からマグネシウム板に流れてい
ることがわかりました。

実験Ⅱ 　銅板はそのままにして、マグネシウム板を鉄板に変えて、レモン電池を作ったとこ
ろ、電流は銅板から鉄板に流れていることがわかりました。また、電子オルゴールの
音は実験Ⅰよりも小さく鳴りました。

ア イ
ウ

エ

塩酸に溶ける 水酸化ナトリウム
水溶液に溶ける

と

すいようえき

図 ２　金属の分類

（ 1）図 ２の金属の分類を使って、実験で使った ３種類の金属を分類したとき、銅、マグ
ネシウムはア～エのどの分類に当てはまりますか。それぞれ記号で答えなさい。

（ ２）実験で使った ３種類の金属を、さびやすい（酸素と反応しやすい）順に並べると、ど
うなりますか。

（ ３）実験ⅠとⅡで使用したレモンを、次のア～エの各液体に変えたときに、電池ができ
ないと考えられるものをすべて選び、記号で答えなさい。
ア．食塩水　　イ．でんぷんのり　　ウ．砂糖水　　エ．酢

さく

酸
さん

水
すい

─ ２ ─

♫♪

図 1

電子オルゴール
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問 ３ 　次の図のア〜シは、ジャガイモ、ダイコン、タンポポ、サツマイモのいずれかの花と
地上のつくり、地中のつくりを示したものです。これらについて、以下の各問いに答え
なさい。

（ 1）例は、イネの花と地上のつくり、地中のつくりの組み合わせを示しています。アと
イの花を咲かす植物の地上のつくりと地中のつくりをオ～シからそれぞれ選び、地上
のつくり、地中のつくりの順に、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ例．イネ

オ カ キ ク

ケ コ サ シ

Ａ

（ ２） ア～エの花のうち合弁花をすべて選び、記号で答えなさい。

（ ３） シの図中Ａは植物のからだのどのつくりにあたりますか。

（ ４）イネ、ジャガイモ、ダイコン、タンポポ、サツマイモのうち、不完全花で、両性花
の植物はどれですか。植物の名まえを答えなさい。
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問 4 　地球の構造や火山・地震に関する以下の各問いに答えなさい。

（ 1）赤道半径を6.４mとして、地球の断面図を描いたとします。エベレスト（標高88４8m）
を同じ縮尺で描いたとすると、その高さはおよそいくらになりますか。正しいものを
次のア～エから選び、記号で答えなさい。ただし、実際の地球の赤道半径を6４00km
とし断面は正円であるとします。
ア．0.88mm　　イ．8.8mm　　ウ．8.8cm　　エ．88cm

（ ２）地球の構造について述べた次のア～エのうち正しいものを ２つ選び、記号で答えな
さい。
ア．地球は赤道半径よりも極半径の方が長い楕

だ

円
えん

形
けい

をしている。
イ． 地球の内部は外側から地殻、マントル、核に分かれており、中心にいくほど温度
が高く圧力が高くなっている。

ウ．地球の表面をおおうプレートが生まれる場所をホットスポットという。
エ． プレートどうしがぶつかるところでは土地の隆

りゅう

起
き

や沈
ちんこう

降がおこり、地形の変化が
みられる。

（ ３）火山について述べた次のア～エのうち正しいものを選び、記号で答えなさい。
ア． 日本の火山は円すい形をしたものが多く、薄く広がった形のものやドーム状に盛
り上がったものは存在しない。

イ． ねばりけが強いマグマの噴火はおだやかなのに対し、ねばりけの弱いマグマの噴
火は激しい。

ウ． マグマが冷え固まってできた岩石のうち地表または地表付近でゆっくり冷えてで
きたものを火山岩、地下深くで急に冷えてできたものを深成岩という。

エ． 火山が噴火すると火山灰や溶岩によって土地の様子が変化し、新しい山や湖がで
きることがある。
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（ ４）多くの火山が帯状に分布している場所を火山前線といいます。日本付近の火山前線
および海溝と火山の分布を表した模式的な図として正しいものを、次のア～エから選
び、記号で答えなさい。ただし、図中の実線は火山前線、点線は海溝、▲は火山を表
しています。

ア イ

ウ エ
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（ 5）地震について述べた次のア～オのうち誤っているものをすべて選び、記号で答えな
さい。
ア．初期微動継続時間や主要動の大きさは震源からの距離に比例するが、地震が発生
してから主要動が始まるまでの時間は震源からの距離に比例しない。
イ．地震の規模を表すマグニチュードが 1大きくなると、地震のエネルギーは約32倍
大きくなる。
ウ．震度は 0～ 7の 9段階で、震度 5には強と弱の ２階級あり、震度 5強では大半の
人がものにつかまらないと歩くことが難しいなど、行動に支障を感じる。
エ．海岸の埋め立て地や河川沿いの砂地では地震のゆれによって地面が液体状にな
り、急に柔らかくなったり、どろがふき出したりする現象がみられることがある。
オ．海底で大きな地震が起きると津波が発生することがあるので、速やかに高台に避
難する必要がある。
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2 　棒磁石と力に関する次の文章Ⅰ、Ⅱを読んで、後の各問いに答えなさい。

Ⅰ　図 1 のように、 2 つの棒磁石のＮ極とＳ極を近づけると、お互いはくっついたまま静止し
ます。ただし、 2 つの棒磁石の材質と重さは同じものとします。

S SN N
a b

図 1

　　次に、図 2 のように、 2 つの棒磁石のａ点とｂ点に軽くて丈夫な糸をつけ、その糸がたる
まないように両方向へ引っ張ります。

S SN N
a bA B

C

D

棒磁石１ 棒磁石２

図 ２

Ａ：糸を左に引っ張る力　　　　　　　　Ｂ：糸を右に引っ張る力
Ｃ：棒磁石 2 が棒磁石 1 を引きつける力　Ｄ：棒磁石 1 が棒磁石 2 を引きつける力

問 1　図 ２のとき、 ２つの棒磁石はくっついたまま静止していました。このときの力の関係
について、以下の各問いに答えなさい。

（ 1）糸を引っ張る力ＡとＢの大きさの関係として正しいものを、次のア～ウから選び、
記号で答えなさい。
ア．Ａ＞Ｂ　　　イ．Ａ＜Ｂ　　　ウ．Ａ＝Ｂ

（ ２）棒磁石の力ＣとＤの大きさの関係として正しいものを、次のア～ウから選び、記号
で答えなさい。
ア．Ｃ＞Ｄ　　　イ．Ｃ＜Ｄ　　　ウ．Ｃ＝Ｄ

（ ３）糸を引っ張る力と棒磁石の力の大きさの関係として正しいものを、次のア～カから
すべて選び、記号で答えなさい。
ア．Ａ＞Ｃ　　　イ．Ａ＜Ｃ　　　ウ．Ａ＝Ｃ
エ．Ｂ＞Ｄ　　　オ．Ｂ＜Ｄ　　　カ．Ｂ＝Ｄ
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問 2　図 ２のとき、糸を左に引っ張る力Ａをだんだん大きくしていくと、２つの棒磁石がくっ
ついたまま左方向へ動き始めました。このときの力の関係について、以下の各問いに答
えなさい。

（ 1）糸を引っ張る力ＡとＢの大きさの関係として正しいものを、次のア～ウから選び、
記号で答えなさい。
ア．Ａ＞Ｂ　　　イ．Ａ＜Ｂ　　　ウ．Ａ＝Ｂ

（ ２）棒磁石の力ＣとＤの大きさの関係として正しいものを、次のア～ウから選び、記号
で答えなさい。
ア．Ｃ＞Ｄ　　　イ．Ｃ＜Ｄ　　　ウ．Ｃ＝Ｄ

（ ３）糸を引っ張る力と棒磁石の力の大きさの関係として正しいものを、次のア～カから
すべて選び、記号で答えなさい。
ア．Ａ＞Ｃ　　　イ．Ａ＜Ｃ　　　ウ．Ａ＝Ｃ
エ．Ｂ＞Ｄ　　　オ．Ｂ＜Ｄ　　　カ．Ｂ＝Ｄ



─ 9 ─

　　次に、問 2 の状態から糸を右に引っ張る力Ｂを大きくしていき、図 ３ のように 2 つの棒磁
石を少し隙

すき

間
ま

を空けた状態で静止させました。

S SN N
a bA B

C

D

棒磁石１ 棒磁石２

図 ３

Ａ：糸を左に引っ張る力　　　　　　　　Ｂ：糸を右に引っ張る力
Ｃ：棒磁石 2 が棒磁石 1 を引きつける力　Ｄ：棒磁石 1 が棒磁石 2 を引きつける力

問 ３　図 ３のときの力の関係について、以下の各問いに答えなさい。

（ 1）糸を引っ張る力ＡとＢの大きさの関係として正しいものを、次のア～ウから選び、
記号で答えなさい。
ア．Ａ＞Ｂ　　　イ．Ａ＜Ｂ　　　ウ．Ａ＝Ｂ

（ ２）棒磁石の力ＣとＤの大きさの関係として正しいものを、次のア～ウから選び、記号
で答えなさい。
ア．Ｃ＞Ｄ　　　イ．Ｃ＜Ｄ　　　ウ．Ｃ＝Ｄ

（ ３）糸を引っ張る力と棒磁石の力の大きさの関係として正しいものを、次のア～カから
すべて選び、記号で答えなさい。
ア．Ａ＞Ｃ　　　イ．Ａ＜Ｃ　　　ウ．Ａ＝Ｃ
エ．Ｂ＞Ｄ　　　オ．Ｂ＜Ｄ　　　カ．Ｂ＝Ｄ
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Ⅱ　物体の運動のようすは、物体に加えられた力の大きさと物体の質量によって変わります。イ
ギリスの科学者ニュートンは、ある物体を同じ速さの変化の割合で運動させるためには、物
体の質量が 2 倍、 ３ 倍になると、力の大きさも 2 倍、 ３ 倍にしなくてはならないという法則
を見つけました。現在、この法則は『ニュートンの運動の法則』と呼ばれています。

　　農太郎くんはこの法則を確かめるために、次のような実験をしました。なお、この実験に
おいて、床と棒磁石との摩

ま

擦
さつ

はないものとします。
　　まず、図 4 のように 1 つの棒磁石をばねばかりで引っ張ると、0.1秒後には左方向へ10cm

進みました。このとき、ばねばかりの値は 1 N
ニュートン

を示しました。なお、 1 Nは約100gの物体を
手にのせたときに、手にかかる力の大きさとほぼ同じ大きさになります。

S N

図 ４

　　次に、図 4 で使用したものと同じ棒磁石を ３ つ用いて、図 ５ のような実験をしました。こ
のとき、 ３ つの棒磁石がくっついている状態で、ばねばかりを引っ張ると、 ３ つの棒磁石は
くっついたまま0.1秒後には左方向へ10cm進みました。

S N S N S N

B

棒磁石１ 棒磁石２ 棒磁石３

D

CA

図 5

Ａ：棒磁石 1 が棒磁石 2 を引きつける力　Ｂ：棒磁石 2 が棒磁石 1 を引きつける力
Ｃ：棒磁石 2 が棒磁石 ３ を引きつける力　Ｄ：棒磁石 ３ が棒磁石 2 を引きつける力

問 4　図 5のときの力の大きさについて、以下の各問いに答えなさい。

（ 1）ばねばかりの値は何Ｎを示しますか。

（ ２）棒磁石の力Ａ、Ｄの大きさは何Ｎになりますか。それぞれ答えなさい。
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　　さらに、図 4 で使用したものと同じばねばかりと重さが半分の棒磁石を用いて、図 ６ のよ
うな実験をしました。 ３ つの棒磁石の左端にはばねばかりが取り付けてあり、右端には少し
すきまをあけて棒磁石 4 を固定しました。ばねばかりを引っ張ると、棒磁石 1 〜 ３ はくっつ
いたまま左方向へ運動しました。このとき、ばねばかりの値は1.7Nを示しました。

S N S N S N S N
B

棒磁石１ 棒磁石２ 棒磁石３
A

固定された
棒磁石 4

0.2N

図 6

Ａ：棒磁石 2 が棒磁石 1 を引きつける力　　Ｂ：棒磁石 2 が棒磁石 ３ を引きつける力

問 ５　図 6のとき、固定されている棒磁石 ４が棒磁石 ３に引きつけられる力の大きさを0.2N
とすると、0.1秒後に左方向へ10cm以上進ませるためには、少なくとも棒磁石の力Ａ、Ｂ
の大きさは何N以上必要ですか。それぞれ答えなさい。

　　次に、図 ６ の状態において、左端に取り付けられているばねばかりを取り外すと、棒磁石
1 〜 ３ は図 ７ のように、くっついたまま右方向へ運動しました。

S N S N S N S N
B

棒磁石１ 棒磁石２ 棒磁石３
A

固定された棒磁石 4
C

D

図 7

Ａ：固定された棒磁石 4 が棒磁石 ３ を引きつける力　Ｂ：棒磁石 2 が棒磁石 ３ を引きつける力
Ｃ：棒磁石 2 が棒磁石 1 を引きつける力　 　 　 　Ｄ：棒磁石 1 が棒磁石 2 を引きつける力

問 ６　図 7のとき、棒磁石の力Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの大きさの関係として正しいものを、次のア
～シからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．Ａ＞Ｃ　　　イ．Ａ＜Ｃ　　　ウ．Ａ＝Ｃ　　　エ．Ｂ＞Ｄ
オ．Ｂ＜Ｄ　　　カ．Ｂ＝Ｄ　　　キ．Ｂ＞Ｃ　　　ク．Ｂ＜Ｃ
ケ．Ｂ＝Ｃ　　　コ．Ｃ＞Ｄ　　　サ．Ｃ＜Ｄ　　　シ．Ｃ＝Ｄ
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（次のページにも問題が続きます）
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３ 　水溶液と溶解度に関する次の文章Ⅰ〜Ⅲを読んで、後の各問いに答えなさい。

Ⅰ　水に溶かすことができる物
ぶっ

質
しつ

の重さは、水の温度によって変化しその変化は物質によって
さまざまです。水に食塩を溶かすと食塩水ができます。炭酸水は水に あ  を溶かしたもの
であり、また、水に い  を溶かすと塩酸になります。

表 1　100gの水に溶ける食塩の重さ
水の温度［℃］ 20 80
食　　塩［g］ 36 38

問 1　文章中の あ  、 い  に適する語句を漢字で答えなさい。

問 2　食塩水を作ることができる実験を、次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．石灰水に炭酸水を加える。
イ．石灰水に塩酸を加える。
ウ．水酸化ナトリウム水溶液に炭酸水を加える。
エ．水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加える。

問 ３　80℃で食塩の飽
ほう

和
わ

水
すいようえき

溶液を200g作るのに必要な水は何gですか。小数第一位を四捨五
入して、整数で答えなさい。

問 4　20℃で15gの食塩が溶けている食塩水が100gあります。この食塩水を加熱して、ある
量の水を蒸

じょう

発
はつ

させた後に温度を20℃にもどすと、溶けきれなくなった食塩が4.2gありま
した。蒸発させた水の重さは何gですか。

問 ５　塩酸の性質として正しいものを、次のア～キからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．アルミニウムを溶かす。
イ．BTB溶液を緑色にする。
ウ．フェノールフタレイン溶液を赤くする。
エ．液体を蒸発皿に入れて強く熱すると白い固体が残る。
オ．液体を蒸発皿に入れて強く熱すると黒い固体が残る。
カ．液体を蒸発皿に入れて強く熱すると何も残らない。
キ．アンモニア水と中和反応する。
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Ⅱ　次のグラフは、物質Aと物質Bの水100gに溶ける最大の重さ（溶解度）と温度との関係を表
したものです。ただし、他の物質が混ざっていても溶解度には影響がないものとします。

0 10 20 30 40 50 600

20

40

60

80

100

120

溶
解
度 

〔g〕

温度〔℃〕

物質A

物質B

グラフ　物質Ａと物質Ｂの溶解度

問 ６　60℃の水100gに、物質Ａ 80g と物質Ｂ 60g を混ぜたものを入れました。この水溶液
についての説明として正しいものを、次のア～エからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．60℃のときに、溶けきれなかった結晶があった。
イ．36℃に冷却すると、物質Ｂだけが溶けきれずに結晶として出てくる。
ウ．10℃に冷却すると、物質Ａだけが溶けきれずに結晶として出てくる。
エ．10℃から 0℃に冷却したときに溶けきれずに結晶として出てくる量は、物質Ｂの方
が物質Ａよりも多い。

問 ７　砂と物質Ｂを混ぜたものが 15g あります。これに水 20g を加えて50℃に温めた後に、
ある温度まで下げました。ある温度に保った状態で、ろ過したところ、ろ紙上には 7 g
の砂が得られ、ろ液は物質Ｂの飽和水溶液でした。ある温度は何℃ですか。

問 8　物質Ａと物質Ｂを混ぜたものが 55g あります。これに60℃の水 50g を加えたところ、
すべて溶けました。次に、18℃まで冷却すると、10g の物質Ｂだけが溶けきれずに結晶
として出てきました。最初にあった物質Ａと物質Ｂを混ぜたもの55gの中の物質Ａの重
さは何gですか。



─ 15 ─

Ⅲ　私たちの身のまわりには、結晶の中に水が含まれているものがいくつかありますが、この
ような結晶を溶かすときには注意が必要です。高温の状態で硫

りゅう

酸
さん

銅
どう

の飽和水溶液をつくり、
室温においておくと、『青い結晶Ｃ』が得られます。この『青い結晶Ｃ』を25g測りとって調べ
てみると、16gの硫酸銅と 9 gの水が含

ふく

まれていました。この『青い結晶Ｃ』を使って次のよう
な実験を行いました。

　【実験】
　　『青い結晶Ｃ』100gには、硫酸銅が う  g、水が え  g含まれています。この『青い結晶

Ｃ』100gを20℃の水300gに加えてよくかき混ぜます。混合後の水溶液中の水の量は、 お  g
となるので、これを表 2 の20℃の溶解度と比較すると、結晶が か  ことがわかります。

表 ２　100gの水に溶ける硫酸銅の重さ
水の温度［℃］ 0 20 40 60 80
硫酸銅［g］ 14 20 29 40 56

問 9　文章中の う  、 え  、 お  に適する数値を答えなさい。

問10　文章中の か  に適する文を、次のア、イより選び、記号で答えなさい。

ア．すべて溶けている　　イ．溶けきれずに残っている

問11　「青い結晶Ｃ」を60℃の水500gに溶かして、硫酸銅の飽和水溶液を作るには、「青い結
晶Ｃ」は何g必要ですか。小数第一位を四捨五入して、整数で答えなさい。
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（次のページにも問題が続きます）
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4 　生物の活動周期に関する次の文章Ⅰ、Ⅱを読んで、後の各問いに答えなさい。

Ⅰ　農太郎くんが飼育している小型のネズミを観察していると、明るいときと暗いときでは、 
ネズミの活動に差があることに気がつきました。そこで、ネズミを飼育しているカゴにちょ
うど収まる大きさの回し車を入れて、ネズミの活動時間がすべて回し車の回転時間になるよ
うにした実験装置をつくりネズミの活動時間帯を調べました（図 1 ）。表の実験Ａ〜Ｄのよう
に飼育する明るさの環境を変えて調べたところ、ネズミが生まれつき持つ一日の長さが24時
間とは異なることがわかりました。回し車の回転時刻はパソコンに記録され、ネズミの活動
時間帯がわかるようになっており、ネズミの活動時間帯は図 2 の黒塗りの部分で示されてい
ます。ただし、図 2 の時刻は24時間表記で示しています。

図 1

表　ネズミの活動時間帯を調べる実験
実験 期　間 条　件

Ａ 実験開始～10日目
8時～20時までを明るくし
20時～ 8時までを暗くする

Ｂ 11日目～32日目 一日中真っ暗な状態にする

Ｃ 33日目～42日目
8時～20時までを明るくし
20時～ 8時までを暗くする

Ｄ 43日目～50日目 一日中明るい状態にする
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
1
2
3
4
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6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

時刻

日

一
定
期
間
明
る
い

一
日
中
暗
い

一
定
期
間
明
る
い

一
日
中
明
る
い

実
験
A

実
験
B

実
験
C

実
験
D

図 ２

問 1　ネズミの活動として正しいものを、次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．明るい環境のときだけ活動する。
イ．暗い環境のときだけ活動する。
ウ．一日中明るい環境が続くときは、自分が生まれつき持つ一日の長さで活動する。
エ．一日中暗い環境が続くときは、自分が生まれつき持つ一日の長さで活動する。
オ．明るさの環境には関係なく活動する。

問 2　ネズミが生まれつき持つ一日の長さは、24時間より長いですか、短いですか。
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問 ３　実験Bの後、引き続き33日目から42日目まで一日中真っ暗にした状態を続けた場合、43
日目のネズミの活動は何時何分から始まると考えられますか。24時間表記で答えなさい。

問 4　一日を24時間の長さで暮らすしくみを、ネズミの実験をもとに説明しました。
　　次の文章の あ  に適する文を、次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ネズミは一日の時間を あ  をもとに調節している。

ア．明るい時間の長さ　　　　　　　イ．暗い時間の長さ
ウ．明るい時間と暗い時間の長さ　　エ．回し車で運動する時間と休む時間の長さ

Ⅱ　生物が生まれつき持つ時間の長さには、心臓の拍動など、秒単位のものもあります。生物
が一生のうちに打つ拍動の回数と生物の種類の関係について考えてみました。

　　図 ３ は、動物の大きさを積木をつかって示したものです。 1 個の積木をネズミ、同じ積木
を 8 個重ねたものをゾウと呼ぶことにします。ネズミの積木 1 個に対してゾウが積木 8 個な
ので、ゾウの体積はネズミの 8 倍です。また、ゾウの表面積はネズミの い  倍です。この
ことから、ゾウの体積あたりの表面積はネズミに比べて う  ことがわかります。体積あた
りの表面積が大きいと、たくさんのエネルギーが熱として放出されるので、ネズミはたくさ
んのエネルギーをつくり出す必要があります。そのため え  は活発に活動し、1 分あたり
の心臓の拍動数は、 お  よりもはるかに多い値になりますが、一生の拍動数は寿命の短い
ネズミと寿命の長いゾウを比べると、 か  のです。

ゾウネズミ

図 ３

問 ５　文章中の い  に適する数値を、次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア． ３　　　イ． ４　　　ウ． 6　　　エ． 8　　　オ．２４
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問 ６　文章中の う  に適する語句を、次のア～ウから選び、記号で答えなさい。

ア．大きい　　イ．小さい　　ウ．等しい

問 ７　文章中の え  ～ か  に適する語句の組み合わせを、次のア～カから選び、記号で
答えなさい。

え お か

ア． ゾウ ネズミ ゾウの方が多い

イ． ゾウ ネズミ ネズミの方が多い

ウ． ゾウ ネズミ 変わらない

エ． ネズミ ゾウ ゾウの方が多い

オ． ネズミ ゾウ ネズミの方が多い

カ． ネズミ ゾウ 変わらない

問 8　次のグラフは、異なる体温調節のしくみをもった動物Ｘ、Ｙについて、気温の変化に
ともなう体温の変化を表したものです。動物の体温調節について、以下の各問いに答え
なさい。

（ 1）　動物Ｘと同じ体温調節のしくみをもつ動物を何
といいますか。

（ ２）　ゾウやネズミは動物Ｘ、Ｙのうちいずれの動物
と同じ体温調節のしくみをもっていますか。Ｘま
たはＹのいずれかで答えなさい。

（ ３）　動物Ｙと同じ体温調節のしくみをもつ動物の仲
間を、次のア～オからすべて選び、記号で答えなさい。
ア．アジ　　イ．イモリ　　ウ．ハト　　エ．ヤモリ　　　オ．イヌ

問 9　ゾウとネズミの体重とエサの重さの関係として正しいものを、次のア～ウから選び、記
号で答えなさい。
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体
重
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５ 　季節の移り変わりと太陽の運動に関する次の文章を読んで、後の各問いに答えなさい。

　　日本では季節の移り変わりを生活の中で上手に利用しています。昔の人々は地球が太陽を
一周する時間を24等分し、それを「二十四節気」と呼びました。例えば 2 月 4 日頃の立春には
九州や太平洋側の暖かい地方では梅が咲き始め、この日から ５ 月 ６ 日頃の立夏の前日までが
春です。立春の頃は三寒四温というように寒さと暖かさを繰り返しながら日

ひ

脚
あし

とともに暖か
さが増していきます。春の天気の特徴は移動性高気圧と あ  低気圧が交互に日本付近を通
過し、うららかな晴天と荒れた天気が繰り返されます。春分を過ぎる頃になると寒さもほぼ
終わりだんだん暖かくなりますが、花冷えや寒の戻りというように低気圧が通過した後に再
び典型的な冬型の気圧配置である い  となって寒さがぶり返すこともあります。

　　このような季節の移り変わりは季節によって太陽の高度が変わるために生じます。地球は
一日に 1 回自転しながら、一年間で 1 回転、太陽のまわりを公転しています。ところが、地
球の自転軸はやや傾いたまま太陽のまわりを公転しているために、場所によって太陽から受
ける熱に違いがでてきてしまうのです。以下の図 1 は地球の自転、公転の様子を模式的に表
したものです。

A
B

太陽

C
D

図 1

　　農太郎くんは東京（北緯35°、東経140°）で太陽の動きを一年かけて観察し透明半球に記録
しました。次の表は農太郎くんが、ある日の太陽の動きを観察したときのデータをまとめた
ものです。表中の数値は透明半球上を太陽が動いた長さを表しており、日の出を 0 cmとしま
す。

表
時刻 日の出 … 7時 8時 9時 10時 … 南中 12時 … 17時 … 日の入り
長さ
〔cm〕 0 4.1 X 8.1 10.1 13.4 14.1 24.1 Y
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問 1　文章中の あ  、 い  に適する語句を漢字で答えなさい。

問 2　二十四節気のうち大
たい

雪
せつ

、穀
こく

雨
う

、啓
けい

蟄
ちつ

の頃の説明文として正しいものの組み合わせを、後
のア～カから選び、記号で答えなさい。
【説明文】
　①　田んぼや畑の準備が整いそれに合わせるように雨が降る頃。
　②　冬眠していた虫が穴から出てくる頃。
　③　朝夕には池や川に氷がはるようになり地面には霜柱ができるようになる頃。

大雪 穀雨 啓蟄 大雪 穀雨 啓蟄
ア． ① ② ③ イ． ① ③ ②
ウ． ② ① ③ エ． ② ③ ①
オ． ③ ① ② カ． ③ ② ①

問 ３　図 1において、地球の公転の向きと自転の向きを表す矢印の組み合わせとして正しい
ものを、次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．Ａ、Ｃ　　　イ．Ａ、Ｄ　　　ウ．Ｂ、Ｃ　　　エ．Ｂ、Ｄ

問 4　表中のデータをもとに以下の各問いに答えなさい。ただし、この日の日の入りの時刻
は18時22分でした。

（ 1）表中のＸ、Ｙに入るそれぞれの数値を、小数第二位を四捨五入して答えなさい。

（ ２）この日の日の出の時刻は何時何分ですか。

（ ３）この日に兵庫県明石市（北緯３5°、東経1３5°）で同じ観察を行ったとすると、南中時
刻は何時何分になりますか。
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問 ５　透明半球を用いた太陽の動きの観察方法について誤っているものを、次のア～カから
すべて選び、記号で答えなさい。

ア．方位磁針を使って透明半球の中心を直交する ２本の線が東西、南北の方位となるよ
うにする。

イ．透明半球のふちは地平線にあたる。
ウ．透明半球の北側のふちは観測者の位置にあたる。
エ．透明半球に記録するペンの先端の影が透明半球の東の地平線と一致するように記録
する。

オ．記録した印をなめらかな線で結び透明半球のふちまで伸ばす。
カ．印を結んだ線と透明半球のふちと交わった点のうち、西側は日の出の位置にあたる。

問 ６　農太郎くんが冬至の日に東京で観察した太陽の動きと、その日にオーストラリアのシ
ドニー（南緯34°、東経151°）で観察した太陽の動きを表したものとして正しいものを、そ
れぞれア～クから選び、記号で答えなさい。

南 北

ア イ ウ エ

オ カ キ ク

問 ７　農太郎くんは180°の視野のレンズ（魚眼レンズ）を装着したデジタルカメラを利用して、
太陽の動きを撮影し、それをもとに記録をとる方法を考えました。次の図 ２はこのカメ
ラを用いて撮影した空の様子で、図 ３は記録をとるための図です。

図 ２

北
0°
15°
30°
45°
60°
75°

0°
15°
30°
45°
60°
75°
90°90° 西

南

東

図 ３
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（ 1）東京で夏至の日に記録される太陽の動きとして正しいものを、次のア～エから選
び、記号で答えなさい。

北
0°
15°
30°
45°
60°
75°

0°
15°
30°
45°
60°
75°
90°90° 西

南

東

北
0°
15°
30°
45°
60°
75°

0°
15°
30°
45°
60°
75°
90°90° 西

南

ア イ

東

北
0°
15°
30°
45°
60°
75°

0°
15°
30°
45°
60°
75°
90°90° 西

南

東

北
0°
15°
30°
45°
60°
75°

0°
15°
30°
45°
60°
75°
90°90° 西

南

ウ エ

東

（ ２）北緯50°、東経1４0°の地点で冬至の日に記録される太陽の動きとして正しいものを、
（ 1）のア～エから選び、記号で答えなさい。

（ ３）赤道上のある地点で春分の日に記録される太陽の動きを解答欄の図中に書き込み
なさい。
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